
剛体のつりあい 1/6 

〔剛体のつりあい〕 
 

【１】2001年度 本試験 物理 IB 第１問  

問１ 力のモーメントに関する記述として最も適当なものを，次の①～⑤

のうちから一つ選べ。 

① 釘
くぎ

抜きで釘を抜くとき，支点になるべく近いところを握った方が

小さな力で釘が抜ける。 

② はさみで硬いものを切るときは，はさみの先の方が切りやすい。 

③ 野球のバットの細い端を A が，太い端を B が握って，互いに逆

向きにねじろうとすると，A が有利である。 

④ 大人と幼児がシーソーに乗って遊ぶとき，大人は幼児より支点に

近づいて座らないとバランスが取れない。 

⑤ 重い材木を二人でかつぐとき，材木の重心に近いところをかつぐ

人の方が小さな力ですむ。 

 

 

 

 

 

 

【２】2014年度 本試験 物理 I 第４問 Ｂ  

 図 2 のように，長さがそれぞれ で，質量が 2m と m の細い一様な棒を接

合した。このようにして作った棒の両端を A，B とする。 

 

 

 

問３ 棒ABの重心を G とするとき，AG の距離 1 を表す式として正しい

ものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 
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問４ 図 3 のように，棒ABの両端に軽い糸をつけ，糸が鉛直に，棒が水平

になるように天井につるした。端 A につけた糸の張力の大きさ AT と，端

B につけた糸の張力の大きさ BT の比 A

B

T

T
を表す式として正しいものを，下

の①～⑤のうちから一つ選べ。 
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【３】2002年度 本試験 物理 IB 第２問 Ｂ  

 図２のように，長さ L，質量 m の一様でまっすぐな棒 AB が，台の上

にその一部分がはみだして置かれている。このとき，A 端から長さ だ

け離れた点 P が台の端に当たっている。棒の A 端にばね定数 k のばねを

つけて鉛直上方に引っ張ると，ばねが a だけ伸びたとき点 P が台の端を

離れた。ただし，台の上の面は十分にあらくて棒は台に対してすべらな

いとする。また，重力加速度の大きさを g とし，
2

L
 とする。 
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問４ この棒の質量 m を表す式として正しいものを，次の①～⑥のうちか

ら一つ選べ。 
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問５ 次にばねを A 端からはずし，B 端につけかえて鉛直上方に引っ張

ると，ばねが b だけ伸びたときに B 端が台から離れた。b は a の何

倍か。正しいものを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。 
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【４】2010年度 追試験 物理 I 第１問 問４  

 一様な密度の立方体があらい水平な床の上に置かれている。図 3 はそ

れを側面から見た図である。図 3(a)のように，立方体の右上の辺に，真横

から水平な力を加えた。力を徐々に大きくしていったところ，力の大き

さが F を超えたときに，図 3(b)のように，立方体はすべらずに，左下の

辺を軸として傾いた。立方体の質量 M として正しいものを，下の①～⑦

のうちから一つ選べ。ただし，重力加速度の大きさを g とする。 
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【５】2009年度 追試験 物理 I 第４問 Ｂ  

 図 2 のように，質量 m で長さ L の一様な細い棒を，壁に斜めに立てかけ

たところ，棒はすべらず静止した。壁はなめらかでかつ鉛直であり，床は

あらくかつ水平である。また棒が床となす角度をとする。そこに，質量
3

m

の小鳥が飛んできて棒上の一点に静かにとまったが，棒は静止したままで

あった。棒の太さと小鳥の大きさは無視できるものとし，重力加速度の大

きさを g とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 小鳥が棒の上端から距離 x の点にとまったとき，小鳥と棒を合わせ

た重心の位置が，棒の上端から距離
2

5
Lの点になった。x として正しいも

のを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。 
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問４ 床と棒の間の静止摩擦係数をとする。問３の位置に小鳥がとまった

後も棒がすべり出さないためのの最小値 0 はいくらか。正しいものを，

次の①～⑥のうちから一つ選べ。 
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【６】 2005年度 追試験 物理 IB 第２問 Ｂ  

 図２のように，細い角棒AB の一端A を，鉛直な壁に固定されたちょう

つがいにとめ，他端B には糸をつなぎ，糸を点Cで壁に固定して角棒AB

を水平に保つ。ただし，角棒AB の長さを Lとし，ちょうつがいはなめら

かに回転できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 角棒にはたらく力を示した図として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選べ。 

 

 

 

 

問５ 次に図３のように，角棒AB 上のA から距離 x の点P におもりをぶ

ら下げる。x の変化にともなって糸の張力T はどのように変化するか。最

も適当なものを，以下の①～④のうちから一つ選べ。 
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